
養成人材

対象年次 授業科目名 授業科目の到達目標 （１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

1～ 微分積分学基礎Ⅰ

微分・積分の基礎知識を⽤い
て、⾼次導関数、テイラーの定
理、マクローリンの定理、偏微
分、広義積分などに関する基礎
的な事項を理解するとともに応
用できること。

◎ ◎

1～ 線形代数基礎

行列を含めて、「ものごと」を
まとめて処理する具体的な方法
を学び、使えるようにする。さ
まざまなレベルが存在する線形
代数において、「実対称行列に
よる３次元空間描像」までを本
講義の目標としたい。

◎ ◎

1～ 微分積分学基礎Ⅱ

重積分が計算できること．
重積分において積分変数変換が
できること．
１階常微分方程式を分類でき，
それぞれの解法を用いて解ける
こと．
定数係数の２階常微分方程式が
解けること．

◎ ◎

工学部電気電子物理工学科　　カリキュラムマップ

自然科学、人文学、社会科学等に対する幅広い教養及び知識を有するとともに、工学の専門分野における十分な知識及び能力を備え、次代の産業社会を担う優れた技術者を養成する。

工学部では，所定の教育課程を修め，以下の知識とこれを応用する能力を獲得し，自らの資質を伸張したものに学士号（工学）を授与する。

（１）技術者・研究者の教養となる人文学および社会科学に関する幅広い知識

（２）数学、自然科学、情報技術など工学の基礎に関する深い知識

Ｆ．専門知識・技術

Ｇ．実践的応用能力と計画的遂行能力

学位授与
の方針

学科教育
目標

Ａ．社会人・国際人としての教養

Ｂ．技術者としての幅広い知識と倫理観

Ｃ．専門的基礎知識

Ｄ．課題設定および課題解決のためのデザイン能力

Ｅ．社会人・国際人としてのコミュニケーション能力

（３）各専門分野に関する深い知識、専門分野に関係する他の工学分野や境界領域における幅広い知識

（４）論理的な思考力と判断力、知識を応用して課題を解決できる能力、種々の情報を利用して課題の解決方法をデザインする能力、種々の技術を統合・システム化して社会実装できる能力

（５）地球的視点から多面的に物事を考える能力、国内外の人々と的確に意思を疎通できるコミュニケーション能力

（６）技術者・研究者として、主体的に行動ずる能力、多様な人々と協同する能力

（７）社会的責任を自覚できる職業倫理観、科学技術が社会や自然に及ぼす影響、技術者・研究者の社会的責任を理解できる能力



1～ ベクトル解析基礎

以下の項目を理解し、基本的な
問題を実際に解析に利用できる
こと。
* ベクトルとスカラー、ベクト
ルの表現方法、和・差 内積 外
積
* 座標系(右手系)（xyz座標系、
円筒座標系、球座標系、一般直
交座標系
* スカラーの方向微分と勾配
（grad)の関係
* 線積分の計算方法とその物理
的意味
* 重積分と表面積分、体積積
分。
* ベクトルの表面積分と流束と
の関係。平面角と立体角。
* ベクトルの発散（div)の計算
法。ガウスの発散定理とこれら
の各種計算方法。
* ベクトルの回転（rot）の計算
法。
* 線積分と表面積分、ストーク
スの定理

◎ ◎

1～ 力学基礎
後期以降の物理系の講義への導
入となる基礎力を身につける。

◎ ◎

1～ 理工学と現代社会

科学技術に科せられた課題が多
様化・学際化していることを踏
まえて、自らの専門分野だけで
なく周辺分野にも目を広げるこ
とで幅広い基礎知識を修得する
ことに加えて、異分野の多様な
考え方を学び将来を担う理工系
人材としての柔軟な発想を身に
つけること。また、理工学の社
会的重要性を理解し、各学科の
専門科目を積極的に学習するた
めの動機付けになること。

◎ ○ ○ ◎ ○

1～ 情報基礎

１．工学技術者として必要不可
欠な情報技術を理解する。
２．情報倫理に関する基礎知識
を理解する。
３．データサイエンスの基礎知
識を習得する。
４．データ処理を理解する。

◎ ○ ◎

1～ 工学入門セミナー

工学部学生としての基礎的素養
の習得と学習意欲の向上を目的
として、機械工学・システムデ
ザイン学、電気電子物理工学、
情報工学、応用化学、環境社会
デザイン学といった幅広い工学
分野の基礎的な素養を修得する
こと。

◎ ○ ○ ◎ ○



1～ 科学技術英語

いろいろな場所で受動的に英語
を学ぶことができるが、この
コースは応用の場です。グロー
バルな場で間違いを恐れず英語
でのコミュニケーションの能力
と勇気を身に着けること。

◎ ○ ◎

1～ 数学演習

さまざまな自然現象を操り，人
の役に立つものを作り出す「工
学」を学ぶにあたり，自然現象
を把握するための道具としての
数学を学ぶことは大変有意義な
ことです．ところが，新入生の
皆さんがこれまで学んできた高
等学校の数学とこれから大学で
学ぶ数学の基礎課程の間にある
差が原因で，大学基礎課程の数
学でつまずきを感じる人が多い
のも現状です．
　そこで本科目はこのような状
況を踏まえ，前期に併設される
「微分積分学」「線形代数基
礎」の内容に関して演習を通じ
て学習を進めます．これを通じ
て微分積分学・線形代数学の基
礎について理解を深めることを
目標とします．

◎ ◎

1～ 物理数学演習

・微分積分学基礎II: 「重積
分」の解法理解と演算能力養
成、並びに「1階常微分、線形、
非線形微分方程式」の解法理解
・ベクトル解析基礎: 「内積、
外積、発散、勾配、回転」の概
念の理解と演算能力養成、並び
に「線積分、面積分、発散定
理、ストークスの定理」の問題
解法理解と演算能力養成

◎ ◎

1～ 基礎物理学

力学については、1年次前期の
「力学基礎」で修得し、電磁気
学については、2年前期に「電磁
気学Ⅰ」が用意されるので、こ
の「基礎物理学」では、それ以
外の物理学の基礎として重要な
（１）振動と波動、（２）温度
と熱、（３）電流回路について
取り上げる。（１）について
は、強制振動、共振現象、波動
の伝播を、（２）については、
エンタルピー、エントロピー、
自由エネルギーなど熱力学関数
を、（３）については高校物理
の知識にもとづいて、直流及び
交流回路の物理を理解する。

◎ ◎



1～ プログラミング演習

C言語の文法や用法の基礎を理解
し，今後の数値計算や実験で必
要となる基本的なプログラムを
一から作成できる能力を習得す
る．

◎ ◎ ○

1～ 基礎電気回路

１．電気回路を構成する基本要
素、電源、電圧、電流、抵抗、
インダクター、キャパシタなど
特徴を理解する。
２．回路を構成する接続、直
列、並列を理解してインピーダ
ンスなどが計算できる。
３．回路の交流特性を理解す
る。
４．電力と共振現象を理解す
る。
５．回路方程式を作り、解くけ
るようになる。

◎ ◎

1～ 基礎電気回路演習

以下の項目について理解し、そ
れらに関する基本問題、応用問
題が解けることを目標とする。
１．電気回路を構成する基本要
素、電源、電圧、電流、抵抗、
インダクター、キャパシタなど
の特徴と性質
２．回路を構成する接続方法
（直列、並列）、インピーダン
ス
３．回路の交流特性
４．電気エネルギーと共振現象
５．回路方程式

◎ ◎

1～ 基礎電子回路

ダイオードの特性、バイポーラ
トランジスタの特性、電界効果
トランジスタの特性、バイアス
回路の意味とその構成、バイア
ス安定化指数、ｈパラメータに
よるトランジスタの等価回路表
記法、増幅回路の等価回路表記
と基本パラメータの導出法を基
本的に理解していること。

◎ ◎

1～ 論理回路

論理回路の基礎的な事項（論理
代数、論理関数、簡単化、フ
リップフロップ、カウンタ、順
序回路など）について理解し、
関連する問題を解けること。

◎ ◎



2～ 電磁気学Ⅰ

電磁気学に関する概念、法則、
一般的性質を理解すること。
特に、電界と定常電流に関する
基本概念と法則を理解する。
具体的には、
1. クーロンの法則
2. 電界・ガウスの法則
3. 電位
4. 導体の電気的性質
5. コンデンサの静電容量
6. 誘電体と電気分極
7. 電束密度
8. 静電エネルギー
9. 定常電流
について理解し、それに関わる
問題が解けること。

◎ ◎

2～ 化学基礎

本講義の学修者は、化学に関す
る基礎知識を修得し、物質の性
質や変化についての理解を深
め、正しく応用する力を身につ
ける。
(1)原子の構造について理解し、
説明できる。
(2)化学結合と分子の構造につい
ての知見を修得し、説明でき
る。
(3)物質の状態について説明し、
予測できる。
(4)材料と化学の関係について理
解し、説明できる。
(5)化学反応式と化学量論につい
て理解し、応用できる。
(6)化学変化を、熱力学理論を用
いて説明し、予測できる。
(7)化学反応の速さから化学反応
のメカニズムを推定し、説明で
きる。
(8)電池の原理を理解し、説明で
きる。

◎ ◎

2～ 生物学基礎

（１）生命の歴史、生命の普遍
性と多様性について理解する。
（２）分子生物学の基本となる
遺伝子DNAの複製、遺伝情報の流
れ（転写、翻訳、発現調節）を
理解する。
（３）細胞の構造と機能につい
て、生体分子と関連させて理解
する。
（４）発生、免疫系、神経系の
分子生物学的側面を理解する。
（５）生物と環境の関わり及び
生命倫理について理解する。

◎ ◎



2～ エネルギー環境問題

・エネルギー環境問題に関し
て、講義内容を大まかに理解で
きている。
・エネルギー環境問題に関し
て、講義内容を概ね理解できて
おり、自主学習もしている。
・エネルギー環境問題に関し
て、講義内容をよく理解できて
おり、自主学習によってさらに
理解を深める努力をしている。

○ 　 ○ 　 ○ ◎ ○ ◎

2～ 現代社会概説

工学部の学生が地域から日本、
世界にまたがる多角的視点を持
ち、持続可能な開発目標
（SDGs）に設定されている社会
的課題に関する理解を深め、自
分事としてとらえることを目標
としている。

○ 　 　 　 ○ ◎ ○ ◎

2～ 科学技術史

工学部５学科の専門領域の技術
史について、講義内容を概ね理
解できており、自主学習によっ
てさらに理解を深める努力をし
ている。

○ 　 ◎ 　 ○ ◎

2～ 技術者倫理

技術者として求められる社会的
責任、常識、倫理感を身に付
け、職業人としての自分の行
動・判断がどのような結果をも
たらすのかを予測する力を養
う。さらに、社会人となったと
きに直面する諸問題に対して、
技術倫理を切り口にどのように
対処していったらよいかを考え
る力を身につける。

○ ○ ◎ ◎ ○

2～ 情報倫理

情報社会における情報倫理とは
何かをとくに情報関連諸法との
かかわりにおいて理解する。
情報の不正入手と不正アクセ
ス、コンピュータウィルス、イ
ンターネットにおける名誉棄損
と表現の自由、インターネット
とわいせつ罪、著作権と情報利
用の自由、プライバシーや個人
情報の保護と情報公開などの各
項目に関して、規制の現状と問
題点を理解する。
それを通して、今後のあり方を
考える基礎を身につける。

○ 　 ◎ ◎ ○



2～ 微分方程式

工学各専門分野の基礎となる偏
微分方程式の基礎的事項を理解
し、その解法を習得することで
ある。具体的に、以下の項目が
クリアできれば合格とする。
1)　フーリエ解析
2)　変数分離解
3)　固有値問題と重ね合わせの
原理
4)　ラプラス方程式
5)　波動方程式
6)　熱伝導方程式

◎ ◎

2～ 量子力学Ⅰ

井戸型ポテンシャル、調和振動
子や水素原子モデルを量子力学
的に捉えることができること。
これらの基礎的なモデルを用い
て、物質の成り立ちやその性質
を考える基礎的な手法を身につ
けること。

◎ ◎

2～ 熱統計力学

熱力学では、熱力学の基本法則
から出発して、物質の巨視的性
質を統一的に論ずることができ
るようになることを目標としま
す。
　統計力学では、等重率の仮説
から出発して、あるエネルギー
状態が実現する確率と絶対温度
の関係を理解し、簡単なモデル
への応用ができるようになるこ
とを目標とします。

◎ ◎

2～ 機械工学概論
機械工学を構成する各分野の概
略を理解する．

◎ ◎

2～ 数値解析とアルゴリズム

1．データ処理における誤差の種
類と伝播について理解する。
2．アルゴリズムという定められ
た手順によって，離散的に解を
得ていくという概念を理解す
る。
3．解析的に解くことができない
高次／非線形方程式，連立方程
式，微分方程式を数値的に解く
ためのアルゴリズムを理解し，
それらの理論的背景を理解す
る。
4．データをフィッティングする
手法について理解する。

◎ ◎ ○

2～ 数値解析とアルゴリズム演習

数値解析の基礎的なアルゴリズ
ムを理解し、自分自身でそのプ
ログラムを作製する技術を習得
すること

◎ ◎ ○



2～ 電磁気学Ⅱ

１．電流と磁界、電磁誘導、磁
性体、電磁波の基本コンセプト
を理解し、様々な電気物理現象
を解釈できる。
２．電磁気学の基本法則である
マクスウェルの方程式およびそ
れぞれの法則の相互関係を理解
し、電磁気学の全体像を把握す
る。
３．マクスウェルの方程式を利
用し、基本的な電磁気問題を解
決できる能力を身に付ける。
　以上の内容・目標が6割達成で
きれば合格とする。

◎ ◎

2～ 電磁気学演習Ⅰ

電磁気学の基礎となる数学と電
磁気学Iの講義で学習する内容の
うち、基本的な問題の大半と発
展問題の一部を解ける様になる
ことである。具体的にはベクト
ル場の微分・積分の計算や、電
界・電位の導出、導体・誘電体
中の静電界などの概念を理解
し、問題を解けるようになるこ
とが目標である。

◎ ◎

2～ 電磁気学演習Ⅱ

１．電流と磁界、電磁誘導、磁
性体、電磁波の基本コンセプト
を理解し、様々な電気物理現象
を解釈できる。
２．電磁気学の基本法則である
マクスウェルの方程式およびそ
れぞれの法則の相互関係を理解
し、電磁気学の全体像を把握す
る。
３．マクスウェルの方程式を利
用し、基本的な電磁気問題を解
決できる能力を身に付ける。

◎ ◎

2～ 電気回路

理解度の達成目標として，下記
の内容を設定している．
1. 線型回路素子、およびそれら
で構成される電気回路の周波数
応答特性を理解し、基本的な解
析法を習得すること．
2．過渡現象の基本概念と解析法
の基礎を把握すること．
3．二端子対回路の基礎と，それ
を用いる回路解析法の基礎を習
得すること．
4．分布定数回路の基礎と，その
基本解析法を習得すること．

◎ ◎



2～ 電気回路演習

以下の項目について理解し，そ
れらに関する基本問題，応用問
題を解けることを目標とする．
1．過渡現象の解析法
2．二端子対回路の基礎と，それ
を用いる回路解析法
3．分布定数回路の基礎と，その
基本解析法

◎ ◎

2～ 電気電子物理工学実験Ⅰ

・電気電子技術者にとって必須
のツールであるオシロスコープ
の取り扱いに習熟すること。
・素子作製および回路製作の基
礎技術を習得すること。
・直流および交流回路を対象と
して、その基本となる電源、素
子の電圧・電流特性の測定方法
を習得すること。
・実験実施に当り定められた時
間内に実験が終了するように、
予習を行って計画的に作業を遂
行でき、かつグループ内作業の
分担を最適化して全員が協力し
て行える能力を体得すること。
・技術報告書としての一般的体
裁(項目や図表の書き方など、実
験テキストの総説を参照)が整っ
ており、かつ実験の主旨と内容
を理解し自分なりに解釈して簡
潔に記述されたレポートが作成
できること。
・実験結果に対して、適切かつ
十分なデータ解析、論理的考察
が行えること。

○ ○ ○ ◎

2～ 量子力学演習

量子力学に関する演習に取り組
むことで、量子力学の基礎を理
解できるようになることが目標
です。

◎ ◎

2～ 基礎電子物性

1. エネルギー準位について理解
している
2. 分子の結合形態及び結合力の
起源を理解している
3. ブラベー格子を理解している
4. 絶縁体，半導体，金属の違い
をエネルギーバンドを用いて説
明できる
5. 半導体中のキャリア密度を計
算できる
6. 半導体接合におけるキャリア
の発生・再結合を理解している
7. 半導体の物性を理解している

◎ ◎



2～ 電気エネルギー基礎工学

我々の生活を支える電気エネル
ギーを得るためのこれまでの発
電設備と、再生可能エネルギー
を取り入れた発電設備の違いを
考え、具体的な数字を元に、今
後、どのようにエネルギーを取
り扱っていくかを想いだけでは
なく、現実を直視し、科学に基
づいた正しい考えまで導きま
す。
　また、電気主任技術者資格取
得を想定した講義展開になりま
す。電気主任技術者は難易度に
合わせて「第一種」「第二種」
「第三種」と別れています。資
格を取得するためには、１次試
験として「理論」「電力」「機
械」「法規」の４つの科目試験
があり、２次試験は「電力・管
理」「機械・制御」に別れてい
ます。講義の達成目標としては
出来るだけ、電気主任技術者資
格に相当するものとして個人的
には展開していきたいと考えて
います。

◎ ◎

2～ 計測工学

１．計測用語（誤差、確度、分
解能など）の意味を理解し、測
定値による運用ができること。
２．確率分布関数の意味を理解
し、運用ができること。
３．有効数字の取扱いができる
こと。
４．測定値から実験式の導出が
できること。
５．雑音の種類や性質を理解し
ていること。
６．アナログ、デジタル信号の
計測法を理解していること。
７．信号処理の理論と取扱いが
できること。

◎ ◎

2～ デバイス工学

1. 半導体のエネルギーバンド図
について理解していること。
2. pn接合、MOS構造を用いたデ
バイスの動作を理解しているこ
と。
3. パワートランジスタ、光デバ
イスなどの動作を理解している
こと。
4. 量子効果デバイスを用いると
どのようなデバイスを作製でき
るか理解していること。
5. デバイスの作製方法の概略を
理解していること。

◎ ◎



3～ 電気電子物理工学実験Ⅱ

・実験実施に当り定められた時
間内に実験が終了するように、
予習を行って計画的に作業を遂
行でき、かつグループ内作業の
分担を最適化して全員が協力し
て行える能力を体得しているこ
と。
・技術報告書としての一般的体
裁（項目や図表の書き方など、
教科書の総説を参照）が整って
おり、かつ実験の主旨と内容を
理解し自分なりに解釈して簡潔
に記述されたレポートが作成で
きること。
・実験結果に対して、適切かつ
十分な論理的考察が行えるこ
と。
・実験の内容、結果および考察
した事項について、定められた
時間内に発表できること。

○ ○ ○ ◎

3～ 電気電子物理工学実験Ⅲ

・各テーマにおける課題に対し
て、その内容を十分理解し、解
決策（デザイン）を提案できる
こと。
・解決策（デザイン）に対する
実験などをチームワークを持っ
て行えること。
・技術報告書としての一般的体
裁が整っており、課題に対する
解決策（デザイン）とその結果
をわかりやすく記述できるこ
と。
・実験の内容、結果および考察
した事項について、定められた
時間内に発表し、適切に質疑応
答ができること。

○ ◎ ○

3～ 量子力学Ⅱ

量子力学に関する以下の項目を
理解することを本講義の到達目
標とする。
・量子力学の行列表記
・摂動論
・変分法
・電子スピン
・角運動量
・多電子系の波動関数

◎ ◎



3～ 自動制御

1.自動制御の概念を理解するこ
と。
2.ブロック線図および信号伝達
と伝達関数について理解するこ
と。
3.ラプラス変換を用いて各種の
伝達関数が扱えること。
4.フィードバック制御系の定常
特性と過渡特性について理解す
ること。
5.周波数応答を理解すること。
6.フィードバック制御の安定判
別方法について理解すること。
7.フィードバック制御系の特性
補償について理解すること。
8.状態方程式と伝達関数の関係
について理解し、状態方程式の
解を求められること。
9.系の安定性と固有値の関係に
ついて理解すること。

◎ ◎

3～ システム創成学

システムに関する基本事項と具
体例から、システム指向で考え
る基本的能力、およびシステム
創成に関して適切に議論を進め
ることのできる能力を身につけ
ることにあります。

◎ ◎

3～ 情報通信工学基礎論

情報通信工学の基本事項、特に
情報通信の歴史と基本的考え
方、時間領域・周波数領域で取
り扱う信号理論の基礎、線形シ
ステム・フィルタリング、サン
プリングと量子化、ランダム信
号列のPSD、符号間干渉、最適線
形システムとビット誤り率など
の基礎理論を身に着けることを
目標としています。

◎ ◎

3～ インターンシップ

講義・演習・実験科目で習得す
る知識と技術が、実社会におい
ていかに重要であるか体験を通
して認識し、今後の学習に対す
る目的意識の向上、将来の研究
テーマの選定、卒業後の進路決
定の指針を得る。また、業務を
進める上で必要となる人と人の
間の情報伝達、意思疎通の基本
並びに課題探究、課題遂行の基
本を学ぶ。

◎ ○ ○ ◎ ○



3～ 電気機器学

1. 電気機器の基礎原理となる電
磁気の法則を理解すること。
2. 直流機、誘導機、同期機の構
造および回転・発電原理、種類
等を理解すること。
3. 直流機、誘導機、同期機の回
路的解析(誘導起電⼒、電流、電
圧、速度、トルク、出⼒の計算)
ができること。
4. 変圧器の基本原理、等価回路
の理解を通して、実際の変圧器
と理想変圧器の相違を理解する
こと。
5. 各種機器とパワーエレクトロ
ニクス(インバータ)を用いた可
変速制御の原理も理解するこ
と。

◎ ◎

3～ 電力系統工学

1.電力需給の同時性、電力系統
の広域運営および送電方式・送
電特性を理解する。
2.電力系統を連系する利点と問
題点を把握して電力系統の安定
度の問題とその対策を理解す
る。
3.電力系統の各種故障計算法お
よび各種過電圧に対する系統の
絶縁協調・絶縁設計を理解す
る。
4.広域運営のための直流送電方
式と直流連系を理解する。
5.配電系統の構成について理解
する。

◎ ◎

3～ 高電圧プラズマ工学

理解度の達成目標として，下記
の内容を設定している．
１．電離電圧，平均自由行程等
放電現象の説明に使用される用
語を理解する．
２．タウンゼント実験の内容
と，その実験結果から自続放電
の条件を導出するまでの過程を
理解する．
３．各種気体，液体，固体およ
び複合誘電体の絶縁破壊特性と
耐電圧向上の方法を理解する．
４．各種高電圧の発生法と高電
圧の測定法を理解する．
５. プラズマを特徴付けるパラ
メータをを理解する．
６. 電磁界中の荷電粒子および
プラズマの振舞を理解する．

◎ ◎



3～ パワーエレクトロニクス

1. パワーエレクトロニクスの特
徴を理解すること。
2. パワー半導体デバイスの特徴
等を理解すること。
3. 整流回路、交流電力制御、直
流チョッパ、DC-DCコンバータの
動作原理や特徴を理解するこ
と。
4. 各種インバータの動作原理や
特徴を理解すること。
5. 電動機制御などパワーエレク
トロニクスの応用方法が理解で
きること。

◎ ◎

3～ ロボット制御

1.ロボット制御の基礎として、
現代制御理論の基礎（安定判
別、可制御性、可観測性など）
を理解すること。
2.ロボット制御の基礎として、
レギュレータやオブザーバの設
計方法について理解すること。
3.ロボット制御の基礎として、
サーボ系の設計方法について理
解すること。
4.ロボットの種類や機構を理解
すること。
5.ロボットの運動学を理解する
こと。
6.ロボットの動力学を理解する
こと。
7.ロボットの位置制御の方法に
ついて理解すること。

◎ ◎

3～ 電子物性
電気が流れるというのはどうい
うことか、その概略を理解する
ことを目標とします。

◎ ◎

3～ 電子材料工学Ⅰ

現在あるいは近未来社会にとっ
て欠かせない電子材料にうち、
半導体材料以外について、取り
扱う。学習内容は、力学基礎、
電磁気学IおよびII、基礎物理学
の理解にもとづいて、（１）自
由電子中における電磁波伝播、
（２）導体中の電磁波伝播に対
する静磁場効果、（３）絶縁体
（誘電体）中の電磁波伝播、
（４）電磁波の複屈折及び旋光
性、（５）磁気共鳴、（６）負
の屈折率現象について講義す
る。

◎ ◎



3～ 電子材料工学Ⅱ

① 磁性の起源を定性的に理解
し、強磁性体にはどのような種
類があるのか説明できること。
また、強磁性体に特有の物性を
その原理に基づいて説明できる
こと。
② 軟質磁性材料と硬質磁性材料
の違いを理解し、それぞれどの
ような応用がなされているのか
説明できること。
③ 各種磁性材料の特性を把握
し、各種電子デバイスへ応用す
るための材料設計ができるこ
と。

◎ ◎

3～ 材料物性評価
光学物性、半導体物性、デバイ
スの基礎とその評価技術の基本
を習熟することを目標とする。

◎ ◎

3～ 薄膜プロセス工学

前半では、真空環境における薄
膜作製・加工・エッチング技術
について講義する。具体的には
真空蒸着法、PVD、CVDなど薄膜
作成法について理解することを
目標とする。後半では大気圧環
境下で薄膜を作成する技術、具
体的にはスピンコート、印刷、
インクジェット法について紹介
する。更にこれらの技術による
デバイス製造プロセスへの展開
について講義する。以上の内容
を通して薄膜プロセスに関心を
持ってもらうことを目標とす
る。

◎ ◎

3～ 光エレクトロニクス

光と物質の相互作用について、
古典物理学（電磁気学）による
理解から量子力学による理解ま
で発展させ、光エレクトロニク
スの応用について理解すること
を目標とする。

◎ ◎

3～ 計算機システム

1. 計算機システムを構成する要
素を理解する。
2. 計算機がプログラムおよび機
械語命令を実行する仕組みを理
解する。
3. キャッシュメモリ、仮想記憶
といった計算機の基礎技術を理
解する。

◎ ◎

3～ センサ工学

世の中で使われているセンサの
基本的な動作原理と、情報化社
会におけるセンサの役割を理解
することを達成目標とする。

◎ ◎



3～ 波動応用計測

光の特性のうち特に波動性に注
目し、その基礎特性および具体
的な計測法について理解する。
さらに生物を対象とした計測法
およびそれに基づく環境評価へ
の応用について学ぶ

◎ ◎

3～ 電子回路

1. トランジスタの等価回路と利
得解析方法を理解する
2. トランジスタを用いた典型的
な電子回路の機能を理解する
3. 電子回路の周波数特性を理解
する
4. 基本的な電子回路の構成を理
解し、回路設計に応用できる能
力を身につける

◎ ◎

3～ マイクロ波工学

以下の内容を理解可能とするこ
とを、目標達成度に設定する。
１．マクスウエル方程式と波動
方程式の内容とその使用法を習
得すること。
２．導波管を含む基本的な伝送
路の電磁界解析ができること。
３．分布定数伝送線路理論を理
解すること。
４．スミスチャートの原理をマ
スターし、その使用法を習得す
ること。

◎ ◎

3～ 情報通信工学
通信システムの基礎と変復調に
ついての基礎的な知識を身に付
ける．

◎ ◎

3～ ディジタル信号処理

1. ディジタル信号の定義として
時間離散と値離散を理解する。
2. 標本化定理の意味を理解し、
周波数エイリアスの原理が分か
る。
3. 差分方程式と伝達関数の関係
および伝達関数の安定性を理解
する。
4. 離散フーリエ変換と周波数ス
ペクトルを理解する。

◎ ◎

3～ 電磁波工学

以下の内容を理解可能とするこ
とを、目標達成に設定する。
１．マクスウエルの方程式、波
動方程式を含む電磁界方程式の
基礎を習得すること。
２．ダイポール及びスロットを
含む基本アンテナの解析法の基
礎を習得すること。
３．アレーアンテナ及び開口面
アンテナの解析法の基礎を習得
すること。

◎ ◎



4～ 電力発生工学

電力は、我々の生活を豊かにす
る、必要不可欠なエネルギーで
あるが、近年、パリ協定に基づ
いたCO2削減目標、燃料価格の高
騰に伴い、発電の在り方を再考
する時期にある。この授業で
は、各発電方式の仕組み、現状
の電源構成を学び、各個人が将
来のエネルギーの在り方につい
て、意見を持てるようにする。

◎ ◎

4～ 電気法規

①国民生活、経済社会活動に必
要不可欠である電気の「需給構
造の健全化・保安確保」のため
に、電気関係法令等（電気事業
法等）が整備されていることを
まず認識し、理解すること、②
電気関係法令上の「電気保安の
定義」を踏まえて、電気施設(電
気工作物又は電気設備）の電気
保安面での運用(保安規制等）等
を体系的に把握すること、更に
③電気関係技術者にとって必要
不可欠な「電気関係法令等が求
める保安確保のための基礎的知
識（具体的な規制基準等）」を
習得すること。

◎

4～ 電波法規
無線従事者として十分な電波法
規に関する知識を習得する。

◎

4～ 電気電子設計製図

学習・教育目標　学修者は「F.
専門知識技術」に対応し、エネ
ルギー・制御系および回路・情
報通信系の専門知識のひとつと
して電気機器設計の基礎理論と
各機器ごとの具体的な設計手法
を共通する考え方を比較しなが
ら習得すると共に、電気機器の
設計者としての考え方を身につ
ける。

◎



4～ 卒業研究

・自身が取り組むべきテーマに
ついて、背景、問題点、改善点
を把握し、関連する質問に対し
て的確な回答が出来る。
・行うべき学習、調査、実験、
考察を理解し、計画的に遂行で
きる。
・研究を進める上で必要な実験
装置や計算機などを適切に操
作、利用できる。
・研究に関する参考文献の読解
ができ、必要な文献の入手方法
がわかる。
・技術者倫理に関する素養が身
につけられている。
・自身が行った研究内容を論文
としてまとめ、定められた時間
内で発表、説明ができる。

◎ ○ ○

2～ 人工知能

人工知能や知識工学について説
明でき，関連技術や応用システ
ムに向けた基礎が身につくこと
を目指す．

◎ ◎

2～ 画像処理工学

画像を見る人間の視覚について
理解する．デジタル画像処理の
基礎について理解し，自身で使
用できるようになる．人工知
能・機械学習を用いた最先端の
画像処理技術について知識を得
る．

◎ ◎

2～ パターン情報処理

パターン認識の基礎を理解し、
画像処理や音声処理に応用でき
るようになることを目標とす
る。

◎ ◎

2～ オペレーションズリサーチ

オペレーションズリサーチで取
り扱う線形計画法、ネットワー
ク計画法、整数計画法につい
て、基礎的な理論を理解すると
共に、実際的な問題のモデル化
と問題解決手法を理解する。

◎ ◎

2～ コンピュータネットワーク

コンピュータネットワークの仕
組み、特に現代のインターネッ
トを支えるプロトコルの基礎を
理解する

◎ ◎

2～ 化学反応速度論

下記を到達目標とする。
・反応速度の定量的な取り扱い
が出来る
・遷移状態理論の基礎的な内容
を理解する
・定常状態近似を使うことが出
来る
・吸着について基礎的な内容を
理解する

◎ ◎



2～ 無機材料化学

以下の事項を理解することを達
成目標にする。
①錯体の配位数とその形を理解
すること
②配位子の特徴を理解すること
③異性体の種類とその特徴を理
解すること。
④錯体の命名法を理解すること
⑤錯体の反応機構に関して理解
すること
⑥溶媒の種類と特徴について理
解すること
⑦酸塩基の定義と各々の特徴に
ついて理解すること

◎ ◎

3～ 符号理論

・代数系と誤り訂正符号の基礎
的な知識を身に付ける。
・誤り訂正符号のいくつかの具
体例を説明できる。

◎ ◎

3～ 高分子化学Ⅰ

高分子化学の基礎的な知識を身
に着ける。具体的には下記の事
項について、理解を深める。
1. 高分子とは何かを理解する。
2. 縮合重合の知識を身に付け
る。
3. 重付加、付加縮合を理解す
る。
4. ラジカル重合の知識を身に付
ける。
5. ラジカル共重合を理解する。
6. イオン重合の知識を身に付け
る。
7. 遷移金属触媒重合の知識を身
に付ける。
8. 開環重合の知識を理解する。
9．高分子反応の知識を身に付け
る。
10．ケイ素系高分子を理解す
る。

◎ ◎

3～ 有機材料化学

・高分子の一次構造・二次構
造・三次構造が示すものを理解
する．
・結晶性高分子の結晶化や、階
層構造について説明できるよう
になる．
・両親媒性，界面活性，濡れ
(wettability)を理解する．
・食品や化粧品分野に活用され
る乳化作用において，水中油滴
型，および油中水滴型のエマル
ションそれぞれについて説明で
きるようになる．

◎ ◎



2～ 社会デザインプロセス論

①社会のニーズや課題を集積・
分析し、正しく理解できる能力
を身につける。
②要素技術を統合・システム化
し、社会的意思形成を進め、結
果的に社会実装を進める能力を
身に着ける。

◎ ○ ◎

2～ 社会的意思決定論
社会的意思決定についてゲーム
理論とネットワーク科学の観点
から理解できるようになること

◎ ○ ◎

2～ システムデザイン序論

ヒューマンインターフェイスや
ユニバーサルデザインなどの概
念を理解し，簡単なシステムに
ついて安全・安心・快適を考慮
した設計ができるようになるこ
とを到達目標とする．

◎ ◎

2～ イノべーションとマーケティング

過去の実例を学び、イノベー
ションとは何か？について学ぶ
こと。
イノベーションとマーケティン
グの関係について、理論的な背
景も含めて考え方の基礎を理解
すること。
イノベーション創成に関して、
学生が自分なりの考え方を持つ
こと。

◎ ◎

2～ 産業創成論

社会人としての進むべき方向性
を明確にして，学部時代に必要
な講義を自ら選し，必要性を実
感して習得できる．

◎ ◎

2～ 技術者のための産業経営論

民間企業等で実施されている科
学技術を活用したイノベーショ
ン創出に向けた具体的取組例を
学ぶことにより、職業人として
のエンジニアに求められる技
能・知識を身に付けるととも
に、自らのキャリアデザインを
行うことができるようになるこ
とを目標とします。

◎ ◎

2～ 課題解決型演習Ⅰ

大学の活動と企業の活動の違い
を明確にでき,社会人となった
際,即戦力となる基礎力が身につ
いている.また,即戦力になるた
めに自ら学部時代にやるべきこ
とを明確化し対応する心構えを
会得している.

◎ ○ ◎ ○



2～ 課題解決型演習Ⅱ

大学の活動と企業の活動の違い
を明確にでき，社会人となった
際，即戦力となる基礎力が身に
ついている．
また，即戦力になるために自ら
学部時代にやるべきことを明確
化し対応する心構えを会得して
いる．

◎ ○ ◎ ○

2～ 科学技術と知的財産

１．知的財産制度の概要を理解
し、その重要性を理解する。
２．知的財産活用事例や実際の
知財訴訟等の事例、演習などを
通じて、実社会で知財を活用で
きる基礎的なスキルを身につけ
る。
３．キャリア教育の一環とし
て、弁理士等の知財に関わる人
材やその仕事内容について理解
する。

○ ◎ ○ ○ ○ ◎

3～ 電気電子と職業

電気電子物理工学を学んだ後、
どのような職業に就けるのかに
ついて知り、企業において当学
科の卒業生として期待される資
質を理解することを目標とす
る。さらに、自身のキャリアパ
スに関する意識を持つことも目
標とする。

◎ ○ ○ ◎
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